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論 文 内 容 の 要 旨
この論文は四章に別れ, 第一章 手工業座と給田支配, 第二章 産の性格変化と本所権力, 第三童 商
工業座の構造的展開, 第四章 問屋的支配の成立として, 中世商工業座の成立と展開をめぐる諸問題を究
明する｡
第一章は, 律令制生産機構動揺の結果として成立した荘園体制下における手工業支配の特質を11- 12世











た京都の諸座と異なるものがあったこと, 特に原料仕入れ, 加工, 製品販売などの機能が次第に分離する






畠に限られ, それ以外の荏胡麻は, 大山崎油神人の支配を受けて在地池商人が加工 ･販売した｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
中世商工業座の研究は, 戦前に既に高い水準に達し, その構造の特質もかなり深く究明され, シナ ･ ヨ
ーロッパなどの同種存在と対比してその性格を明らかにするまでに進んでいた｡ しかし戦後は関係論文の






ものであるが, 今後の研究に貢献するところが多い, と信ずる｡ よって, 本論文は文学博士の学位を授与
されるべきものと認める｡
-12-
